
地
域
社
会
の
中
心「
自
治
公
民
館
」

市
で
は
、
地
域
住
民
が
、
支
え
合
い
や

助
け
合
い
の
精
神
を
持
ち
、
市
の
発
展
と

地
域
社
会
の
振
興
に
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。

中
で
も
自
治
公
民
館
は
、
そ
の
中
心
的
な

担
い
手
と
し
て
、
公
共
的
な
役
割
を
果
た

し
て
き
た
自
立
的
な
住
民
主
体
組
織
で
す
。

し
か
し
、
近
年
、

人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
、
生
活
様
式
お

よ
び
価
値
観
の
多
様

化
な
ど
か
ら
、
住
民

相
互
の
つ
な
が
り
は

希
薄
化
。
地
域
に
よ
っ
て
は
、
自
治
公
民

館
活
動
に
参
加
す
る
住
民
は
減
少
し
、
衰

退
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
困
っ
た
と
き
」の
た
め
に
日
頃
か
ら

安
全
・
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
に
は
、

私
た
ち
一
人
一
人

が
暮
ら
し
や
す
い

地
域
社
会
を
形

成
・
維
持
し
、
大
規
模
災
害
の
発
生
に
備

え
た
「
共
助
」
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

日
頃
か
ら
自
治
公
民
館
活
動
な
ど「
地
域
」

に
参
加
し
、「
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
」

を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

困
っ
た
と
き
に
助
け
を
得
ら
れ
や
す
く

す
る
た
め
に
も
、
ま
ず
は
地
域
行
事
に
参

加
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

10月は「自治公民館加入強化月間」10月は「自治公民館加入強化月間」

みんなで進めるみんなで進める
「明るく住みよい「明るく住みよい

地域づくり」地域づくり」

みんなで進めるみんなで進める
「明るく住みよい「明るく住みよい

地域づくり」地域づくり」
自治公民館は、地域の人たちが顔の見える付き合いをする中で「絆」を深め、互いに支え合い、助け合いながら、

安全・安心で暮らしやすい地域をつくる活動を行っています。
いざというときに備え、地域の絆を深めるため自治公民館に加入していない人にも声を掛けて、活動の輪を広

げましょう。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎問い合わせ　コミュニティ文化課　☎ 23-7146

近年、さまざまな問題から、地域住民相互
のつながりが希薄になっているといわれてい
ます。多忙なことから自治公民館に加入して
いなかったり、加入していても活動に参加し
ていなかったりする世帯もあります。しかし、
日頃の地域の見守り活動なども、災害発生時
の共助も皆さんの理解と協力なくしては成り
立ちません。

自治公民館活動の基本は「支え合い」。自
分や家族が地域で生きていく上で、必要なこ
ととして捉え、一緒に自治公民館活動に参加
しましょう。

都城市自治公民館
連絡協議会

柿木原 康雄会長

活動の基本は「支え合い」。
有事の際の「共助」も日
頃の付き合いから
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「
支
え
合
い
」の
自
治
公
民
館
活
動

若
者
世
代
も
無
理
の
な
い
範
囲
で
参
加

新
た
に
地
域
で
暮
ら
し
始
め
た
人
や
、

親
元
で
生
活
す
る
若
い
世
代
の
人
な
ど
も

地
域
の
一
員
で
す
。

日
々
の
生
活
の
中
で
は
、
自
治
公
民
館

が
管
理
す
る
ご
み
集
積
場
に
ご
み
を
持
ち

出
し
た
り
、
自
治
公
民
館
が
行
な
う
子
ど

も
や
高
齢
者
を
見
守

る
活
動
を
通
し
て
、

そ
の
恩
恵
を
受
け
た

り
し
て
い
る
人
も
い

ま
す
。

自
治
公
民
館
活
動
は
「
支
え
合
い
」
が

基
本
。
自
治
公
民
館
で
は
、
あ
な
た
の
加

入
と
参
加
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
治
公
民
館
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

自
治
公
民
館
が

取
り
組
む
活
動
は
、

私
た
ち
の
生
活
の

あ
ら
ゆ
る
面
で
関

わ
り
が
あ
り
、
地

域
住
民
が
協
力
し

合
い
な
が
ら
成
り

立
つ
地
道
な
活
動
で
す
。

◉
地
域
の
安
全
管
理

・
防
犯
灯
の
設
置
や
維
持
管
理

・
自
主
防
災
組
織
の
運
営
な
ど
「
防
災
・

地
域
の
安
全
管
理
」

◉
地
域
の
宝
「
子
ど
も
た
ち
」
を
守
る

・
登
下
校
時
の
見
守
り

・
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど

◉
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト

・
こ
け
な
い
か
ら
だ
づ

く
り
講
座
の
開
催

　
（
市
内
2
5
1
地
区

　
が
登
録
）

・
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
な
ど

◉
快
適
な
地
域
づ
く
り

・
ご
み
集
積
場
の
維
持
管
理

・
道
路
や
公
園
の
美
化
活
動
な
ど

◉
伝
統
行
事
・
民
俗
芸
能
の
継
承

・
六
月
灯
や
十
五
夜
、
オ
ネ
ッ
コ
な
ど
の

伝
統
行
事
の
開
催

・
俵
踊
り
や
奴
踊
り
な
ど
地
域
に
伝
わ
る

民
俗
芸
能
の
継
承

「
都
城
市
自
治
公
民
館
加
入
及
び

活
動
参
加
を
促
進
す
る
条
例
」

市
で
は
、
地
域
住
民
の
自
治
公
民
館

へ
の
加
入
や
活
動

参
加
を
促
す
こ
と

に
よ
り
、
自
治
公

民
館
活
動
を
活
性

化
し
、
地
域
社
会

の
振
興
を
図
る
た

め
、
平
成
29
年
12

月
「
都
城
市
自
治

公
民
館
加
入
及
び

活
動
参
加
を
促
進

す
る
条
例
」
を
制

定
し
ま
し
た
。

本
条
例
で
は
、
地
域
住
民
や
自
治
公
民

館
の
ほ
か
、
企
業
や
市
役
所
が
果
た
す
べ

き
役
割
を
明
確
に
す
る
こ

と
で
、「
健
や
か
に
生
活

で
き
る
ふ
る
さ
と
」
の
実

現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

住
民
や
自
治
公
民
館
な
ど
４
者
が

果
た
す
べ
き
役
割

◉
地
域
住
民

　
地
域
の
一
員
で
あ
る
と
自
覚
し
、
自
治

公
民
館
へ
の
加
入
と
活
動
参
加
に
努
め
る
。

◉
自
治
公
民
館

　
地
域
住
民
へ
公
民
館
活
動
の
重
要
性
の

説
明
お
よ
び
情
報
を
提
供
し
、
自
主
的
に

加
入
・
参
加
し
や
す
く
な
る
よ
う
努
め
る
。

◉
事
業
者

　
所
在
地
域
の

公
民
館
活
動
へ

の
参
加
、
協
力

お
よ
び
従
業
員

の
公
民
館
へ
の

加
入
や
活
動
参

加
の
配
慮
に
努

め
る
。

◉
市
役
所

　
地
域
住
民
が
公
民
館
へ
自
発
的
に
加
入

し
、
公
民
館
が
円
滑
に
運
営
で
き
る
よ
う

に
必
要
な
支
援
を
行
う
。

加
入
は
簡
単
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化

課
に
相
談
く
だ
さ
い

引っ越しをきっかけに平成30年、姫城自
治公民館に加入しました。私たち家族を地域
の人に知ってもらえたことで、あいさつを交
わすだけでも、「見守られている安心感」があ
ります。ともすると、面倒に感じられる自治
公民館活動ですが、地域の皆さんとの交流を
楽しみながら、自分たちのできる範囲で参加
したいと思います。

兒玉 智
さと

司
し

さん・瑛子さん・智
とも

絵
え

さん・
智
ち

遥
はる

さん家族（姫城町）
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